
探究と協同による学びの創造
～子どもの学びの文脈を重視した授業デザイン ～

三重大学教育学部附属小学校 公開研究会のご案内

主催：三重大学教育学部附属小学校 後援：三重県教育委員会/三重県市町教育長会/津市教育委員会/三重県小中学校長会/三重県教職員組合

問い合わせ先

ご挨拶 研究の基本的な考え校長 山本 嘉 研究委員長 藤永 敬介

私たち附属学校園は，先進的な教育活動を展開し，地
域教育の進歩・改善に寄与する使命を担っています。今年
度は，「探究と協同による学びの創造」を研究主題とし，５
年ぶりの完全対面公開の研究会を開催します。
本研究会は，私たち教育関係者がお互いの知識や経験
を共有し，より良い教育環境を築くための貴重な機会であ
ると考えています。本校教員の公開する授業をもとに，各
教科等における「真正の学び」について，みなさまと学び
合えることを期待しています。どうぞみなさま，ふるってご参
会いただき，ご意見を賜りたいと存じます。

第４２次研究は，研究主題を「探究と協同による学びの創
造」と設定しました。１年次は，「真正の学び」を明らかにし，
副主題を「子どもの学びの文脈を重視した授業デザイン」と
して研究を進めています。探究と協同の学びを実現するため
のアプローチにより，教科ならではの学びを味わっている子
どもの姿を明確にし，子どもの学びを見取っていけるよう努
めています。
以上のことを中心に，各教科等の研究紀要や授業で提案

していきたいと考えております。忌憚のないご意見，どうぞよ
ろしくお願いいたします。

三重大学教育学部附属小学校
〒514-0062 津市観音寺町359

TEL.059-227-1295 FAX.059-227-1296

MAIL：ｖh-fusho@fuzoku.edu.mie-u.ac.jp

HP：https://www.fuzoku.edu.mie-u.ac.jp/sho/

（第４２次 １年次/2年計画）

 詳しくは本校ホームページをご覧ください。
 参会を希望される方は，申込フォームに必要事項をご入力のうえ，
令和6年1１月22日（金）までにお申し込みください。
（右のQRコードを読み取ると参加申込フォームが開きます。）

 参会費は， 2,０００円（学生無料）です。申込時に電子決済でお支払いください。
 公開研究会当日，研究紀要・学習指導案等を集録した冊子を配付します。
 昼食を希望される方は，事前にお申し込みください。１,０5０円（お茶付）です。
 天候の状況や感染症等の影響により，一部の授業が公開できない場合や公開研究会を中止する
場合があります。あらかじめご承知おきください。その場合は，本校ホームページでお知らせします。
随時ご確認ください。

ご参会について

11/1８から11/25まで
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探究と協同による真正の学びの実現
佐藤学 氏 （東京大学名誉教授）

1951年広島県生まれ。学びの哲学にもとづき「学びの共同体」の学校改革を提唱・推進。東京大学名誉教授・北京師範大学客員教授。教育学博士
（東京大学）。三重大学教育学部助教授，東京大学大学院教育学研究科教授・同研究科長・学部長，学習院大学教授を経て2021年より現職。

講師プロフィール

講演会

講師

 伊勢自動車道・津ICから4km。
自家用車でお越しになる場合は，誘導員

の案内に従って，第１駐車場（P1)，また

は第２駐車場（P2)をご利用ください。

第１駐車場は通用門から，第２駐車場に

は，裏門(幼稚園入口)からお入りください。

 タクシーでお越しになる場合は，
総門からお入りください。

 各方面から津駅まで
・名古屋方面から

近鉄名古屋駅→（近鉄名古屋線・特急利用で５０分）→津駅

・大阪（難波）方面から

大阪難波駅→（近鉄大阪線・特急利用で９０分）→津駅

 津駅から本校まで
・徒歩：津駅西口から約1.5km(約20分）。

・バス：津駅西口発→津西ハイタウン行「鳥居町」バス停下車（約４分）。

※バスの場合，始発（８:00発 8:02着），次発(9:10発 9:12着）です。

お車でお越しになる場合 公共交通機関でお越しになる場合

交 通 案 内

https://peatix.com/event/4059623


● 各 教 科 等 の 助 言 者 ・ 研 究 協 力 者

図画工作科 外国語科体育科 道徳科理科 音楽科算数科国語科 家庭科生活科社会科

守田 庸一●助言者

三重大学教育学部国語教育教授

片山 有梨世国語科 ３年C組

こまを楽しむ

辻岡 里佳図画工作科 ４年A組

つないでつないで

長井 直己体育科 ２年B組

ボールゲーム

堀切 紋子家庭科 ６年A組

家族に作ろう「推しの1食」

谷 知泰道徳科 ３年B組

友達のよさ
「たまちゃん，大好き」

前田 昌志理科 ６年C組

土地のつくりと変化
～水害を科学する～

猪口 純一国語科 ４年A組

ごんぎつね

若林 徳亮体育科 １年C組

鬼遊び

藤永 敬介社会科 ４年C組

自然災害から命を守る

竹内 千晶音楽科 ２年C組

みんなであわせて楽しもう
〜あの青い空のように〜

岡 賢一算数科 ５年B組

三角形と四角形の面積

村岡 弘隆図画工作科 ３年B組

ふしぎな生き物はくぶつ館

井上 大
SOHDA

外国語科
６年A組

ALT

Let's see the world.
～世界を見て，日本や地域の魅力を発信しよう～

橋本 有弥理科 ４年B組

ものの温度と体積

稲垣 万優子国語科 １年B組

たぬきの糸車

田中 克幸道徳科 ５年A組

仕事をする自分が大切にすること
「お父さんは救急救命士」

辻本 顕二郎生活科 ２年A組

わたしたちの野さいばたけ
シーズン２

野口 智世音楽科 ５年C組

思いを表現に生かして
～GarageBandで旋律づくり～

松藤 亮社会科 ３年A組

わたしたちのくらしと
まちではたらく人びと

楠田 達也算数科 ６年B組

比例と反比例

公 開 授 業
9:25～10:10

公 開 授 業
10:30～11:15

公 開 授 業
13:30～14:15

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

研究協議会①

研究協議会②

11:30～12:30

14:30～15:15 国語科 社会科 算数科 理科 生活科 音楽科 図画工作科 家庭科 体育科 外国語科 道徳科

国語科 社会科 算数科 理科 生活科 音楽科 図画工作科 家庭科 体育科 外国語科 道徳科

石川 照子●助言者

三重大学教育学部社会科教育教授

中西 正治●助言者

三重大学教育学部数学教育特任教授

荻原 彰●助言者

京都橘大学発達教育学部教授

中西 良文●助言者

三重大学教育学部学校教育教授

小畑 真梨子●助言者

三重大学教育学部音楽教育准教授

上山 浩●助言者

三重大学教育学部美術教育教授

村田 晋太朗●助言者

三重大学教育学部家政教育准教授

岡野 昇●助言者

三重大学教育学部保健体育教授

荒尾 浩子●助言者

三重大学教育学部英語教育教授

岩瀬 真寿美●助言者

同朋大学社会福祉学部准教授

谷本 博史●助言者

三重県教育委員会小中学校教育課
課長補佐

田中 伸明●助言者

三重大学教育学部数学教育教授

瀧日 滋野●助言者

三重大学教育学部家政教育准教授

加納 岳拓●助言者

三重大学教育学部保健体育准教授

村田 憲彦●助言者

伊賀市教育委員会学校教育課指導主事

小泉 晶子●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者
加藤 幸純●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者 山田 昌孝●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者 若林 努●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者

嵯峨 恭代●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者

辻 彰士●

三重大学教育学部附属幼稚園教諭

研究協力者 西本 彩●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者 市川 雅章●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者 林 歌織●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者 竹内 慎一郎●

三重大学教育学部附属中学校主幹教諭

研究協力者

鈴木 将弘●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者

庄山 大樹●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者

中村 幸友子●

三重大学教育学部附属中学校指導教諭

研究協力者

岡南 遼●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者

岡南 遼●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者
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★・・・全体紀要執筆者 ☆・・・教科紀要執筆者

☆

濵口 美佐●

三重大学教育学部附属中学校教諭

研究協力者
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